
2018年度夏学期 第3回 駒場物性セミナー

トポロジカルデータ解析の統計力学構築に向てけ

講師 中村 壮伸氏 (産業技術総合研究所)

日時 2018年 6月 12日 (火) 午後 4時 50分 いつもと曜日が異なります！
場所 16号館 827

概要: トポロジカルデータ解析、もしくはパーシステントホモロジーとよばれる数学が今世
紀に誕生し、代数・幾何をはじめとして計算アルゴリズム開発・データサイエンスへの適用な
ど基礎応用の両面にわたって学際的研究が活発に行われている [1]。この手法では点データに内
在する穴を抽出し、”穴らしさ”の度合いを定量的に評価する事が可能である。我々はこの性質
に注目して、分子動力学計算で得られる非晶質構造の特徴付けを試みた [2]。その結果、シリカ
ガラスと金属ガラスという全く異なるタイプの構造に対して従来の構造記述法 [3]を統一的に扱
う事が可能である事、またシリカに関しては隠れた秩序構造を記述できる事がわかった。セミ
ナーでは、パーシステントホモロジーの概説と我々の研究成果の紹介を行い、今後トポロジカ
ルデータ解析に基づいた構造物性相関を与える理論を構築するための現在進行中の取り組みに
ついて紹介する。
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○今後の予定 :

6月 19日 巻内 崇彦 氏（慶應義塾大学理工)

原子 12層のヘリウム薄膜の硬化と量子相転移
6月 28日 小宮山進氏
7月 5日 齊藤 志郎氏 (NTT物性研)

7月 25日 新見　康洋氏 (大阪大学大学院理学研究科)

8月 8日 和田 浩史 氏 (立命館大学　理工学部)

○物性セミナーのページ 「駒場物性セミナー」で検索！

物性セミナー世話人 : 加藤雄介 福島孝治 前田京剛 簔口友紀


